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 研究要旨 
視覚聴覚二重障害はコミュニケーションが高度に障害されることから、医療・福祉・教育といった各
方面からのサポートが重要である。しかし、原因が多岐にわたること、各疾患が希少疾患であるこ
と、複数の診療科に関連することなどの障壁により、実態の把握やサポート体制の整備は遅々として
進んでいない。本研究では視覚聴覚二重障害の診療体制の構築を目指す。 
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Ａ．研究目的 
視覚聴覚二重障害の診療体制の構築 
 
Ｂ．研究方法 
眼疾患・視覚障害の臨床像を解析し，視覚聴覚
二重障害患者の診療マニュアルを作成する 
 
(倫理面への配慮) 
集積される情報には個人識別情報をふくまない
よう配慮される 
 
Ｃ．研究結果   
視覚聴覚二重障害の原因となる疾患は多岐にわ
たり病状も多彩である 
とりわけ小児期は，全身的な成長・発達の状況
により必要な検査・治療も異なる 
 
Ｄ．考察 
原因疾患，病状，年齢，発達の程度に合わせた
きめ細やかな医療が必要である 
 
Ｅ．結論 
視覚聴覚二重障害の原因となる疾患は多岐にわ
たり病状も多彩である。特に小児期は，成長・
発達の段階に応じて必要な検査・治療も異なっ
てくるため，個々の病状に応じた対応が求めら
れる。 
今回の研究ではそれらについて具体的に記した
マニュアルを作成した。 
 
 

Ｆ．研究発表 
1. 論文発表 
 
2. 学会発表 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
1. 特許取得  
 
2. 実用新案登録 
 
3. その他 
 
    
 


